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刈草バンク
　平成 21 年度より更なる有効活用促進のため、刈草の情報を広く

提供する「刈草バンク」を構築しました。これまでは、有効利用

されずに一般廃棄物として焼却処理されていた刈草が、「刈草バン

ク」の活用により、更なる有効活用が図られています。

■刈草バンクの流れ

　①情報公開・手続き

　②利用者自らが刈草ロール

    の積込・運搬

牛の放牧
　平成 17 年度から牛の放牧による堤防除草を試験施工し、堤防管

理上問題がないことが確認できたため、豊頃町農協との連携によ

り、平成 20 年度から本格的に牛の放牧を活用して、河川堤防の除

草をおこなっています。

バイオマスエネルギーへの活用
　平成 27 年度より鹿追町と協定し、資源の有効活用及び刈草処理コスト縮減の観点から、

堤防刈草を鹿追町バイオガスプラントのエネルギー資源及び堆肥化プラントの材料とし

て、試験的に活用することとなりました。鹿追町では、バイオマス資源の有効活用を推進

するため、バイオマスタウン構想を策定し、安心安全な農産物の生産と環境負荷の少ない

循環型農業の確立を目指しています。そこで、堤防刈草をバイオマスエネルギー資源とし

て有効活用することにより、河川管理のコスト縮減並びに地域の循環型社会形成への貢献

が期待されます。

資源の再利用
　河川の維持管理では、河川区域内の状態の変化を把握し、その変化を踏まえて対

策の必要性を診断し、必要と診断された場合に維持・補修等の対策をおこなってい

ます。その中で、河川堤防の除草により発生する刈草について、処理費のコスト縮

減や資源の再利用の観点から周辺自治体や地域産業へ無償提供することで有効利用

を図っています。

余剰熱利用

①ビニールハウスでマンゴーを栽培

②チョウザメの飼育

③農産物保管庫

バイオガス

　　自動車燃料

右の車両は、東京

オリンピック会場

に行って活躍され

ました。

消化液貯留槽

バイオガスから作

られた温水は、消

化液の殺菌に使用

され、消化液は安

全な液体有機肥料

になります。

バイオガス精製

　　圧縮充填装置

ガス濃度を上げ使

用用途を広げるた

めの装置です。

ガス発電機

１日に約 600 世帯

分の電気が発電で

きます。発電用途

は施設内利用のほ

か、売電されてい

ます。

発酵槽

効率性の高い箱型

４基、ガスホル

ダーを兼ねた円柱

型２基がありま

す。

原料槽

原料（刈草）の投

入場所。攪拌され

発酵槽に送られま

す。刈草ロールは

原料として大きい

ため負荷がかかり

ます。

刈草バンクを活用してみたい方はこちらから

・刈草バンクによる地域内有効利用の例

・視察状況

有効利用
➡

：鹿追町 HP へ

刈草を処分場まで運搬し、有料処分

バイオマス原料の一部として有効利用バイオマス原料の一部として有効利用バイオマス原料の一部として有効利用

：北海道開発局 HP へ
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